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研究趣旨：本研究班の目的は、国内外における集団精神療法の位置づけを整理し、国内の

実施実態を整理し、我が国で必要な領域におけるエビデンスを創出し、エビデンスに基づ

いた研修を整備する（資材、教育方法、普及方法）ことである。最終年度である本年度は、

前年度までの研究成果を踏まえて、以下の 5 つを柱として研究を進めた。 
課題 1．前年度までに実施した集団精神療法の全国実態調査（医療機関、精神保健福祉セ

ンター、保健所）の結果に基づいて、各施設の体制、役割、課題の差異を明らかにした。 
課題 2．薬物依存・行動嗜癖の集団精神療法について、国内外のガイドラインを概観し、

対象者の治療ステージや重症度の考慮、他の治療・支援との組み合わせの重要性を示した。 
課題 3．集団精神療法の研修と質担保の方法論の確立 
①前年度までに開発した集団認知行動療法の基礎研修プログラムを多職種医療者 34名を

対象に実施し、評価を行った。研修後・6 か月後における自信・知識が有意に向上し、研

修の有効性が示唆された。オンラインによるスーパービジョンの要点整理を行った。

②マインドフルネス療法の基礎研修プログラムを開発し、実施可能性を実証した。

課題４．集団認知行動療法のプログラムの作成と実証研究

①うつ病の集団認知行動療法プログラムの単施設非盲検ランダム化比較検討試験を実施

した。介入群 17名は、介入終了時・6 か月後において、うつ症状(PHQ-9)の改善、QOL
の身体的領域 (WHOQOL26)の向上がみられた。

②統合失調症を主対象としたリカバリー指向認知療法の教育資材を作成し、訪問看護師

20 名を対象に教育プログラム（ワークショップ＋半年間のコンサルテーション）を実施

し、実施可能性が実証され、受講者の自己効力感の向上を認めた。

課題５．集団認知行動療法の普及啓発関連学会を通じた普及と研修の実施

関連学会において成果の共有と意見交換を行った。開発した資材は学会のホームページ等

を用いて広く周知される予定である。
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A．研究目的 
課題１．全国実態調査に基づく提言（担当：

藤澤・田島） 
本研究では令和 3 年度に全国の医療機関

を、令和 4 年度に精神保健福祉センター（以

下、センター）と保健所を対象に実態調査を

行った。本年度はそれらを比較・検討し、施

設種ごとの実態と課題を明らかにする。 
課題 2．薬物依存・行動嗜癖の集団精神療

法のエビデンスの整理（担当：吉永、中川、

中島、藤澤） 

前年までに実施したうつ病、不安症、統合

失調症に引き続き、物質依存および行動嗜癖

の診療ガイドライン等における集団精神療法

の位置づけを調査・検討する。 

課題 3．集団精神療法の研修と質担保の方

法論の確立 
①集団認知行動療法の基礎研修プログラム

の効果検証（担当：岡田、髙橋、岡島、中島、

藤澤、吉永） 
国際的に認知されている認知行動療法の

コンピテンシーを踏まえ、集団認知行動療

法の基礎研修プログラムを実施し、効果検

討を行う。 
②マインドフルネス療法の教育研修の実施

可能性の検討（担当：藤澤・佐渡） 
マインドフルネス療法基礎ワークショッ

プを開発し、実施可能性を検証する。 
課題４．集団認知行動療法のプログラムの

作成と実証研究 
①うつ病の集団認知行動療法のプログラム

開発とランダム化比較検討試験の実施 
（担当：菊地、藤澤、佐藤、中川） 
前年度までに成人のうつ病を対象とした

集団認知行動療法プログラムを開発し、パ

イロット研究を行った。本年度は非盲検ラ

ンダム化比較試験により有効性を検証する。 
②リカバリー指向認知療法の教育資材の作

成と、実施可能性試験の実施（担当：耕野） 
リ カ バ リ ー 指 向 認 知 療 法 (Recovery-
Oriented Cognitive Therapy: CT-R)は、治

療抵抗性統合失調症における陰性・陽性症

状の改善、社会機能の改善のために開発さ

れた治療法である。CT-R の日本国内での実

施可能性を検証する。 
課題５．集団精神療法の普及啓発（担当：

藤澤ほか） 
 関連団体などを連携し、集団精神療法の

継続的な普及・啓発の取り組みを行う。 
 

B．研究方法 
課題１．全国実態調査に基づく提言 
医療機関対象調査（令和 3 年度）、精神保

健福祉センターと保健所対象調査（令和 4
年度）を比較・検討した。 
課題 2．薬物依存・行動嗜癖の集団精神療

法のエビデンスの整理 
International Guidelines Library, Guidelines 

International Network (GIN) [http://www.g-i-

n.net/]を用いて、関連ガイドラインを検索した。

キーワードには、「abuse」「addiction」「misuse」を

用いた。 

課題 3．集団精神療法の研修と質担保の方

法論の確立 
①集団認知行動療法の基礎研修プログラム

の効果検証 
34 人の多職種医療従事者を対象に、集団

認知行動療法の基礎研修プログラムを提供

し、研修前・後・6か月後の知識、実施の自

信、実施状況を測定した。 

②マインドフルネス療法の教育研修の実施

可能性の検討 
マインドフルネス療法の研修プログラム
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を開発し、医療従事者 19人を対象に実施可

能性の検証を行った。 
課題４．集団認知行動療法のプログラムの

作成と実証研究 
①うつ病の集団認知行動療法のプログラム

開発とランダム化比較検討試験の実施 
慶應義塾大学において、うつ病外来患者

34人（介入群 17人対照群 16人）を対象に

うつ病の集団認知行動療法を提供し、うつ

症状、QOL、満足度などを評価した。 
②リカバリー指向認知療法（CT-R）の教育

資材の作成と、実施可能性試験の実施 
岡山県精神科医療センターにおいて、訪

問看護師 20人を対象にCT-Rの研修を提供

し、実施可能性を検証した。 
課題５．集団精神療法の普及啓発 
 関係学会との連携を試みた。 
 
（倫理面への配慮） 
各研究の研究責任者の所属施設の研究倫

理委員会の承認を得て研究を実施した（慶

應義塾大学、国際医療福祉大学、岡山県精神

科医療センター）。 
 
C. 研究結果 
課題１．全国実態調査に基づく提言 
回答施設における集団精神療法の実施率

は、精神科医療機関 27.6％、精神保健福祉

センター93.1％、保健所 21.3%であった。施

設種ごとに主対象疾患が異なった。医療機

関では患者本人対象、センター・保健所では

家族対象のプログラムが多かった。用いる

手法は、心理教育、認知行動療法、社会生活

スキルトレーニングが共通して多かった。 

医療機関と保健所は半数以上が「集団精

神療法が（どちらかというと）充足していな

い」と回答し、センターでは 7割が「（どち

らかというと）充足している」と回答した。

課題には、実施にかかる労力・コストが報酬

に見合わない、人員不足、スキルを持った職

員がいない等があがった。 

課題 2．薬物依存・行動嗜癖の集団精神療

法のエビデンスの整理 
6 ヶ国のガイドラインが同定された。効果

的な集団療法には、対象者集団の治療ステ

ージや重症度、集団療法と通常ケアの併用、

他の治療や支援との組み合わせを考慮する

必要があることが示された。 
課題 3．集団精神療法の研修と質担保の方

法論の確立 
①集団認知行動療法の基礎研修プログラム

の効果検証 
集団認知行動療法の研修プログラムを受

講した多職種の医療従事者（医師・看護師・

心理師・作業療法士等）34人において、研

修後・6 か月後における知識と実施スキル

の自信の向上を認めた。 
②マインドフルネス療法の教育研修の実施

可能性の検討 
研究組み入れ率は 95%、脱落率 0%、プロ

グラム参加率 100%であり、十分な実施可能

性が示された。研修前後で、マインドフルネ

スに関連する複数評価尺度において有意な

向上を認めた。 
課題４．集団認知行動療法のプログラムの

作成と実証研究 
①うつ病の集団認知行動療法のプログラム

開発とランダム化比較検討試験の実施 
介入群 17名では、プログラム終了時にう

つ症状の改善がみられ、プログラム終了後

6 か月も維持されていた。QOL の身体的領

域 (WHOQOL26) も介入群は向上がみら

れた。介入への満足度 (CSQ-8J)は、平均点

が 32点満点中 25点と高評価であった。プ

ログラム実施にあたって施行者が用いるイ
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ンテークシート、治療計画書、セッション記

録シートが作成された。 
②リカバリー指向認知療法の教育資材の作

成と、実施可能性試験の実施 
研究対象者全員が研修受講を完遂した。

研修後に自己効力感の向上を認め、介入の

アクセシビリティ、適正、実現可能性（AIM、

IAM、FIM）において好評価を認めた。 
課題５．集団精神療法の普及啓発 
日本認知療法・認知行動療法学会、およ

び、日本集団精神療法学会において、本研究

の成果が共有された。 
 
D．考察 
課題１．全国実態調査に基づく提言 
精神科医療機関、精神保健福祉センター、

保健所では、集団精神療法の対象や内容、コ

スト算定方法等の実施体制、地域での役割

が異なることが明らかになった。 
課題 2．薬物依存・行動嗜癖の集団精神療

法のエビデンスの整理 
6 ヶ国のガイドラインのレビューを通じ、

薬物依存・行動嗜癖における集団療法の効

果的な要素が抽出された。 
課題 3．集団精神療法の研修と質担保の方

法論の確立 
①集団認知行動療法の基礎研修プログラム

が開発され、効果が実証された。 
②マインドフルネス療法の教育研修の実施

可能性実証された。 
課題４．集団認知行動療法のプログラムの

作成と実証研究 
①うつ病の集団認知行動療法のランダム化

比較検討試験が完遂され、介入群において

うつ症状の改善と QOL の向上を認めた。 
②リカバリー指向認知療法の教育資材が作

成され実施可能性が示された。 
課題５．集団精神療法の普及啓発 
 関連学会との協働が行われた。 
 
E．結論 
国内外におけるうつ病、不安症、精神病性

障害、物質依存・行動嗜癖に関する集団精神

療法の位置づけ、および、全国の医療機関、

保険行政機関における集団精神療法の実施

実態と課題が明らかになり、今後の施策へ

の活用が期待される。 
本研究で創出されたエビデンス（うつ病

の集団認知行動療法、統合失調症を主対象

とするリカバリー指向認知療法）は、国内の

ガイドラインや診療報酬収載に向けた資料

となると期待される。 
本研究で開発された資材（うつ病に対す

る集団認知行動療法、統合失調症を主たる

対象とするリカバリー指向認知療法（CT-
R））は、それぞれの実践に活用されると期

待される。 
効果的な集団精神療法の実施には、研修

方法の確立が重要である。本研究で開発さ

れた、集団認知行動療法の基本研修プログ

ラム、リカバリー指向認知療法の研修プロ

グラム、マインドフルネス療法の研修プロ

グラムはそれぞれ実施可能性が立証され、

前後比較による有意な効果が認められてい

ることから、今後、広く実施者の育成（研修）

に活用されていくと期待される。 
本研究の成果は、既に、日本認知療法・認

知行動療法学会や日本集団精神療法学会で

共有されているが、同学会をはじめとする

関連学会との協働により、広く普及に役立

てられていくと期待される。 
 
Ｆ．健康危険情報 
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意点：臨床精神薬理, 2023, Vol.26 (5), 

p.467-472 

14. 菊地俊暁.うつ病の性差から見た治療
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Vol.27 (3), p.234 

15. 菊地俊暁.デジタル精神医療は心のケ

アにどのように役立つのか : 地域で

の取り組みを中心に. 認知療法研究, 
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